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一宮市男女共同参画推進懇話会会議録（概要） 

会 議 名 平成 24 年度第 2回会議録 

開 催 日 時 平成 25 年 3 月 18 日（月）14：00～15：30 

開 催 場 所 一宮地場産業ファッションデザインセンター 2 階第 1会議室 

出 席 委 員 氏 名 

岩田委員、岡西委員、岡野委員、榊原委員、佐々木委員、渋谷委

員、小島委員、野田委員、日置委員、森委員、瀧委員      

計 11 名 

欠 席 委 員 氏 名 富山委員、野村委員、松本委員、水谷委員   計 4 名 

出席した市職員 

事務局 企画部長、企画部次長、企画政策課長、同副主監 1名、同

主査 1名、同主任 1名、同主事 1名、保育課副主監、子育て支援

課副主監、学校教育課指導主事、生涯学習課副主監、働く婦人の

家館長、経済振興課副主監             計 13 名 

会 議 事 項 

1. 市民憲章唱和 

2. あいさつ 

3．議題 

  ①第 2次一宮市男女共同参画計画推進状況（25 年度推進計画）

②男女共同参画意識に関する市民アンケートについて 

4．その他 

会  議  内  容 

事務局（企画

政策課長） 

 

 

企画部次長 

 

事務局（課長） 

 

 

佐々木会長 

事務局（事務

局（部長）） 

 

事務局（課長） 

 

 

（資料の確認） 

 

 

市民憲章唱和 

（市民憲章唱和） 

 

（ICPO 通信紹介） 

 

あいさつ 

 

 

 

 

新委員のご紹介をさせていただきます。新しく委員になられまし

た方は、ナンバー10、一宮青年会議所副理事長、野田一郎様です。

よろしくお願いします。 
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佐々木会長 

 

 

 

 

事務局（主査） 

 

佐々木会長 

 

日置委員 

 

 

 

学校教育課 

 

岡西委員 

 

 

 

 

 

事務局（主査） 

 

 

 

 

 

 

 

渋谷委員 

 

 

 

それでは、次第の 3に移らせていただきます。ここからの進行は、

会長の佐々木先生におねがいします。 

 

それでは、3の議題に入らせていただきます。お手元の次第にござ

いますように、①第 2 次男女共同参画計画推進状況（25 年度推進計

画）についてですけれども、目標 2つごとに、3つに分けて、進めさ

せていただきたいと思います。それでは、事務局より説明願います。

 

＜平成 25 年度推進計画について資料に基づき説明（目標Ⅰ、Ⅱ）＞

 

 事務局から説明がありました。ご質問があればどうぞ。 

 

5 ページ目、「名簿作成上の配慮」に関してですけれども、男子名

簿が優先されないよう配慮している学校数がありますが、分母は何

校ですか。 

 

 小学校 42 校、中学校 19 校のあわせて 61 校です。 

 

 男女共同参画推進セミナーについて、一番大切なのはこれをやる

ということをたくさんの人に知ってもらい、参加してもらうという

ことです。ただ開催すればよいというのではなく、いろいろな形で

様々な人を集めていただくということを、これからは検討しながら

いろいろなセミナーを進めていっていただきたいです。 

 

 ＰＲとしましては、セミナー４回開催につき、市内公共施設にち

らしを置き、ホームページ、広報に掲載しております。最近 i-ビル

もできましたので、i-ビルにある大画面の方でも広報しております。

昨年はご報告しましたように ICC でも広報させていただきました。

まだ実績はないですが、ＦＭいちのみやが開局したこともあります

ので、あらゆる場面を探して対象者の方に働きかけ、多くの方にご

参加いただけるよう努めてまいります。 

 

 11 ページの「公共調達における男女共同参画に関する評価項目の

導入」についてですが、岐阜のある市ではこれがなかなか難しいと

いう話でしたので、おそらく大変なことだと思いますが、こういっ

た視点はたいへん重要だと思います。今度は愛知ファミリーフレン
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事務局（主査） 

 

日置委員 

 

 

 

事務局（主査） 

 

 

日置委員 

 

事務局（主査） 

 

日置委員 

 

 

 

事務局（部長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局（主査） 

 

森委員 

 

 

経済振興課 

ドリー企業になるよう市から登録を働きかけ、また企業も公共調達

のときに加点されるならば登録しようという効果的な流れになるの

ではないかと思いました。たいへんよい政策だと思います。 

 

＜平成 25 年度推進計画について資料に基づき説明（目標Ⅲ、Ⅳ）＞

 

 25 ページですが、仕事と子育ての両立ができていると思う人の割

合がたいへん高いですが、これは女性を対象に聞いているのでしょ

うか。男女ともに聞いているのでしょうか。 

 

こちらは男性女性問わず、市民 3000 人に無作為に抽出して質問し

ております。 

 

 ということは（回答は）男女ほぼ同数でしょうか。 

 

 そうです。 

 

 一宮市は 7 割の人が、仕事と子育ての両立ができているというこ

とですから、市の方は、一宮市民はほぼ大半の人がワークライフバ

ランスができているというふうにとって見えるのでしょうか。 

 

 この問いは子どもを持っている人だけの回答になりますので、保

育園などでも待機待ちがないくらい充実しておりますので、そうい

う点で子育てに不安がなく、仕事と子育てを両立できると考えてい

らっしゃると思います。最近マンションなどが増えてきて、転入さ

れてくる方はほとんど共働きですので、そういう意識の方が多いの

ではないかと。市民全体で言われると難しく、高齢の方はまだ保守

的な考え方が残っていますが、今子育てをしているような若い方に

は浸透しているのではないかと捉えています。 

 

＜平成 25 年度推進計画について資料に基づき説明（目標Ⅴ、Ⅵ）＞

 

 43 ページ雇用奨励金の支給ですけれど、せっかくよいものなので、

どのように周知されているか教えてください。 

 

雇用奨励金の周知方法は、ハローワーク、労働協会にチラシを置
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渋谷委員 

 

 

 

 

 

 

子育て支援課 

 

 

 

 

 

日置委員 

 

 

 

 

 

子育て支援課 

 

 

 

 

 

渋谷委員 

 

 

 

 

 

きまして、対象者がみえたときに一緒にお渡しする方法と、市のホ

ームページで閲覧できるようにしてあります。あと、窓口に、経済

振興課の範疇である奨励金や補助を一覧にまとめた冊子を見ていた

だいて、申請していただくという形になっております。 

 

駅のビルですが、ＤＶの被害を受けた方が子育て支援センターな

どにいらっしゃると思うので、トイレの中にＤＶ相談先が掲載され

たカードを置くといいのではないでしょうか。ＤＶ相談先のＰＲ方

法として、加害者の目につかないよう、また小さいカードですとお

財布の中に入れて持って帰られるので、トイレで配布していただけ

たらと思いました。 

 

小さいカードを女性用のトイレに設置するということは、一宮、

尾西、木曽川庁舎で過去に何度もやったことがあります。外の機関

から啓発にいただいたカードを使っておりまして、市独自で作った

というものではないのですが、i-ビルに設置する方法もよいと思い

ますのでまた検討させてください。 

 

市庁舎のトイレだけでは来る人が限定されますので、女性が多く

利用する施設に置いてください。48 ページの相談窓口を知っている

人の割合がＨ23 に低下しているので、市民に対する周知のＰＲが弱

いのではないかと思います。もったいないのでがんばっていただけ

たらと思います。 

 

アンケートの結果で、相談窓口を知っている人の数値が減ってい

るのは残念です。ＤＶの相談件数は増えていますので、そのあたり

のギャップがあります。市の方で管理しながら啓発できる場所が市

庁舎しかなかったものですから、人の出入りする i-ビルができまし

たので、その活用については検討させていただきたいと思います。 

 

６月にヌエックに女性が派遣される話がありますが、全国から行

政や女性グループが集まるので、たくさんの名刺を持っていってい

ただくことと、いーぶんという情報紙がありますので、一宮市の取

り組みが分かるものを持っていっていただくことで、いろいろ交流

が深まって、新しい出会いや先方からの情報も得やすいと思います

ので、その時は、ぜひ元気に行ってきてください。 
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岡西委員 

 

 

 

 

 

 

事務局（主任） 

 

佐々木会長 

 

 

 

 

 

 

 

事務局(副主

監) 

 

 

渋谷委員 

 

 

 

 

事務局(副主

監) 

 

日置委員 

 

 

 

 

事務局(副主

監) 

ヌエックの研修に私も参加したのですが、実際一宮市で学んだも

のを生かせる場がない。せっかく行かれるなら、生かしてほしいな

あと思いました。学ぶ場を広げる…たくさんの人にそういう機会が

あればと思います。学んできた情報をたくさんの人に流していただ

ける、そういう流れがあればいいと思いました。活かされる何かを

やっていただければと思います。 

 

＜男女共同参画に関する市民アンケートについて＞ 

 

事務局から説明がありましたけれども、今回計画改定のためのア

ンケートを取るのですが、前回と比較するために質問項目は同じ方

がいいということで、質問項目は変えていません。しかし今回のア

ンケートでは紙面に少し余裕があるということで、たとえば資料 3

にありますように、国の調査にあった質問項目を 1 つか 2 つ加える

こともできますので、これは入れたらよいというものがあればご提

言いただきたいと思います。 

 

紙面の余裕は 3 ページほどあります。逆に前回の調査で一宮市オ

リジナルの質問もありますが、もし必要でなければ削除するという

こともご検討いただけたらと思います。 

 

資料 2の 5ページの問 15、相談できる窓口の件ですが、1．配偶者

暴力支援センターと 2．ウィルあいちと両方あるのですが、平成 21

年度の原稿のままですか？もしかしたら相談窓口が統合されている

かもしれないので、心配になりました。 

 

内容はそのままになっておりますので、確認させていただきます。

 

 

愛知県女性総合センターにある女性窓口は、廃止になっておりま

す。この 1、2年に変わっております。配偶者暴力支援センターはい

いと思いますが、ウィルあいちのところ、確認よろしくお願いしま

す。 

 

確認させていただきます。 
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日置委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岩田委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局（副主

監） 

 

佐々木会長 

 

事務局(副主

監) 

 

佐々木会長 

 

 

 

事務局(副主

監) 

 

 

 

付け加える方ですが、「職業や役職において今後女性がもっと増え

る方がよいと思うのはどれですか」という質問を取り上げていただ

けたらと思います。世界経済フォーラムが毎年発表している男女不

平等指数ですが、これは日本の指数が 130 カ国中 101 位と悪い。政

策方針決定過程に女性が極めて少ないということがあります。それ

以外のところ、ほとんどの職場や家庭・地域など日常生活ではほと

んど男女平等だと感じているけれども、なぜかピラミッドの上の方

に女性が少ない。そういう現状を踏まえて、意識調査に入れていた

だけるとありがたいと思います。 

 

 今回の意識調査に適正かどうかご検討いただければと思います

が、たとえば問４の「夫は外で働き、妻は家庭を守るべき」このあ

たりは順調に家庭や仕事が進んでいる方はそのように答えられると

思いますが、その立場になって初めて考えを改めることもあると思

います。実際に子育てや介護、ＤＶで困っている、または身近でそ

のような話を聞いたことがあるといった、そのような困っていると

いう意識を持つ人の件数を拾えないかなと思ったのですがいかがで

しょう。 

 

具体的に問いがありましたら、付け加えることができますので、こ

の場でご検討いただければと思います。 

 

 調査はいつになりますか。 

 

調査は６月を予定しており、結果をまとめまして 10 月に懇話会を

開き、ご意見を伺いたいと考えております。 

 

 すぐに思いつくことも難しいですので、こんなことを合わせて調

査したらどうかというご意見は、事務局の方へ連絡してください。

いつまでならいいですか？ 

 

ご意見の方は、今月中にお願いいたします。 

確認ですが、ご意見としていただきました「増えるとよいと思われ

る役職・職業」「子育て、介護、ＤＶを身近に困っている人がいるか

という質問」を付け足すということでよろしいでしょうか。さらに

それ以外にご意見がございましたら、事務局までご連絡ください。 
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佐々木会長 

 

事務局（課長） 

 

佐々木会長 

 

事務局（課長） 

 

そのほかにございましたら。 

 

＜会議の公開についての説明＞ 

 

 ありがとうございました。事務局にお返しします。 

 

 本日は長時間のご審議ありがとうございました。 

 

会議終了（15：30） 

 


